３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連

＜場の内容・ねらい＞　　　　　　　　　　＜児童の意識＞　　　　　　　＜指導・援助＞

教科等


・常に小集団で協力し


て解く問題ではな


く、一人で取り組む


問題を与え、一人一


人に粘り強く取り


組ませ、解けた時


の達成感や喜びを


味わったりする経


験を積み重ねる。





・今日の学習は難しい問題だったけれど、家庭学習は自分でしっかりやらなければならないな。」


・当番活動や係活動は決められた仕事だから、やらなければならない。


・○○さんは係の仕事を頑張っているのだな、私もみんなのためにやり抜きたい。





学級活動


「たからもの発表会」


・２学期にできるようになったことは何か、勉強、係活動、鍵盤ハーモニカ、なわとび等を視点に振り返る。


・発表会で発表することを決める。


・どのように発表するかを決める。





・「たからもの発表会」で期待される道徳性の高まりについて、保護者や地域の方に周知し、やらなければならないことをやり抜くことの喜びや意義について認め、価値付けてもらえるようにする。





・「たからもの発表会」では、なわとびの後ろ連続１０回跳びを発表したよ。体育でいつも５回目になるとひっかかってしまって、嫌になってしまう時があったけど、２０分休みも家でも何度も練習して、だんだんできるようになって、今日はみんなの前で発表できて拍手もらえてうれしかったよ。





・自分のやらなければならないことは、たとえ難しくてもやり抜くことが自分の成長につながるのだな


・自分のやらなければならないことをしっかりやりたい。





・お母さんに甘えようとする心と自立しようとする心の間の迷いを考えさせ、それを乗り越えたクウの達成感や充実感に共感させることで、難しくても自分のやらなければならないことをきちんとやることの大切さを考えさせる。





・自分のやらなければならないことをきちんとやりきっている児童を認め、励ましていく。


・実際の場での意欲や態度に結び付けていくことで粘り強く挑戦し、やり抜くことのよさを感じて、自分のやらなければならないことをしっかりやろうとする心情を養う。





・授業で仲間と学び合う時間と個人で粘り強く取り組む時間を意図的に設ける。


・帰りの会では繰り返し挑戦する仲間の願いに気付くようにする。


・難しくてもあきらめず粘り強く取り組もうとする意欲を育むようにする。








道徳の時間


「シロクマのクウ」


内容項目１－(２)


・自分がやらなければならないことには、人に頼ったり、あきらめたりしないでやり抜くことで、達成感や充実感が得られることに気付き、自分で決めたことを最後までやりきろうとする意欲を育てる。





学年行事


「たからもの発表会」振り返り


・自分たちができるようになったことを発


表し共に成長を祝う集会を振り返り、苦


しくてもやり抜くことの大切さに改めて


気付くとともに、やりきった満足感や充


実感を実感することができる。





・今日の学習は難しかったな。でも、自分で解けるとすっきりして、気持ちよかったな。


・「たからもの発表会」の練習をたくさんしたけど、ぜんぜんうまくできないな。





【日常の活動】


○帰りの会


・毎日の「私のたからもの」の中で、「たからもの発表会」や宿題の提出にかかわる内容を意図的に取り上げ、事実やその時の思いを具体的に紹介する。





○朝の会


・「わたしたちの道徳」p22～25を利用して「勉強」「自分で決めたこと」について、自分がやらなければならないことをやりきっているか、自己評価させる。


　








